
               上越市立城西中学校    学校だより              第 5 号 

書く力、伝える力 

                                               校長 五十嵐 守男 

 

 

  

上だけを読んでも「何のことやら」という感じですが、これは、全国学力・ 

学習状況調査（以下「全国学テ」と略記）の国語の問題の一部で、この春に 

全国の中３が受けたものです。興味のある方は、文部科学省ホームページ 

の「全国的な学力調査」から問題全文をご覧ください。今求められている 

学力を象徴するような、とても質の高い問題です。この問題は、 

 

という力をみる問題です。テスト前の詰め込みや暗記の学習だけではどうにもならないという意

味で「とてもむずかしい問題」です。そして今、社会全体で強く求められるようになっている力を

試す問題、とも言えます。 

 当校の３年生が、このような「書く」力を、かなり高いレベルで有していることが、先日発表され

た全国学テの結果からわかってきました。上の問題は、正答率が全国、新潟県とも 72％台であ

るのに対し、当校３年生の正答率は 79.0％でした。また、こうした長文を記述する問題は「無解

答率」、いわば何も書かない「白紙解答率」が高くなるのですが、こちらは全国の10.2％、新潟県

の 11.0％に比して、当校は5.1％と非常に低くなっています。 

「根拠を明確にしながら、わかりやすく他者に伝えられる力」。これからの社会を生きて

いくうえで、とても大切な力です。国語だけでなく、数学、英語においても、城西中３年生は、記述

式問題の正答率が高く、無回答率が低い傾向です。細かな分析結果は後日の紙面に譲りますが、

当校において「書く力」や、その基になる「伝えようとする意欲」を多くの生徒が身に付けて

くれていることを嬉しく思っています。 

結果分析を全職員で行い、今後の学習指導に生かしてまいります。授業だけでなく、毎週の

「城西タイム」で、悩みごとや困りごと、教師にわかっておいてほしいことなどを書くなど、日常の

中に「誰かに伝えるために書く」という取組を継続していることも、「書く力」が伸びている一因か

もしれません。 

 さて一方、国語問題の中で、全国や県と比べて、最も正答率の低かった問題は、何でしょう。 

 

 全国が 43.9％、県が 44.8％の正答率でしたが、当校３年生の正答率は26.8％・・・。 

  「漢字がわかる、書ける」。これも大事な「書く力」ですよね。頑張りましょう！ 

 学 校 だ よ り 第 ５ 号 啐（そつ）とは、鳥が卵からかえるとき、殻の中で雛

が鳴くこと。啄（たく）とは、親鳥が外から殻をつつく

こと。両者相呼応した、逃すべからざる好機をいう。当

校では、啐啄の精神から大きな成果が生まれると考え、

職員玄関に掲額している。 
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上越市立城西中学校 

「判じ絵」の解読の面白さの具体例として、判じ絵を 1つ選び、

その解説を書きなさい。 

 自分の考えが伝わるように、根拠を明確にして書く。 

 「おし量って考える」の「お」を漢字にする。 

＊「判じ絵」…絵にかくされ

た言葉を当てる遊びで、江戸

時代に大流行しました。例え

ば、下の判じ絵の答えは「す

ずめ」です。 
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「急激な変化」にどう対応するか 

 

変化は世の常とは言え、ここ数年の、社会だけでなく、学校を取 

り巻く環境の変化は想像を超えている感があります。環境や、学校 

に求められるものが変わってきている今、学校自体も変わってい 

く必要があることを強く感じています。 

「異常気象」は、「ニューノーマル」へ。 

夏休み中、部活動を終えて下校していた生徒が亡くなりました。 

夏休み明け、体育の授業を終えた児童が亡くなりました。 

「災害級の暑さ」「命に危険が及ぶ暑さ」に震撼した夏、と言って 

も大げさではないと思います。当校でも、夏休みの部活動時間帯を 

工夫したり、登下校時に体調不良になった際に緊急連絡ができる 

よう、携帯電話の携行を認めたりと、対策を講じました。 

 「もはや異常気象ではない。この気象が、ニューノーマルだ。」 

 気象学者の言うこの言葉が現実のものとなっています。今後、夏 

休みのあり方を含め、特に夏場の教育活動を大きく見直していく 

必要があると考えています。「夏休みの期間をどうするか。夏休み中 

の、部活動を含めた生徒活動のあり方をどうするか。体育祭の実施 

時期や方法は、どう変えるか。」などについて検討してまいります。 

あらゆる価格の高騰。 

 様々な価格の高騰は、残念ながら教育にも影響を及ぼしてきてい 

ます。学校ジャージ、カバン、名札、うち履きシューズなど。部活動等 

における大会やコンクール時の移動費、宿泊費。修学旅行に関して 

も、従来積み立ていただいている額では、今までどおりの行程が組 

めなくなる可能性が高いのが現状です。 

 しかし、特に義務教育段階では、「価格が高騰しているから」という理由だけで、今まで以上に

ご家庭にご負担をおかけすることはあってはならないと考えています。生徒の学びの質や、安全

な学校生活の確保を大前提にしながら、この問題にどう対応していくかを、真剣に考えなければ

なりません。今後、保護者の皆様にアンケートをお願いする機会もあると思います。その際は、ご

理解ご協力をお願いします。                          （文責：五十嵐 守男） 

 

 

 

 

 

 

１０月の行事予定  
３日（火）３年生上進連テスト② 

４日（水）３年生上進連欠席者テスト 

６日（金）英語検定② 

１０日（火）生徒朝会（音楽祭関係） 

歯肉炎予防教室（１年） 

１２日（木）地区駅伝大会（妙高市） 

 １８日（火）歯科検診② 

２０日（木）歯科検診③ 

２１日（金）スクールカウンセラー訪問日 

２６日（水）音楽祭（上越文化会館） 

２８日（金）スクールカウンセラー訪問日 

２９日（土）漢字検定② 

３０日（日）PTA 花壇整備 

             

１３日（金）前期成績保護者通知 

２４日（火）、２５日（水）、２７日（金） 

積み重ねテスト③ 

２８日（土）漢字検定② 

３０日（月）、３１日（火） 

積み重ねテスト③ 欠席者テスト 

 

8/30 に行われた新人水泳大会。気温や
水温が危険な状態であると判断され、長
距離種目などが中止になりました。 

始業式はリモートで行われました。暑
さ対策のために集会をリモート開催に
するのは初めてでした。 

空調のきいた教室を有効活用して、体
育祭の準備や練習を進めています。 


